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例　　言

凡　　例

１．本書は、宅地造成工事に伴う貝沢井ノ貝戸遺跡第２次調査の埋蔵文化財調査報告書である。

２．本遺跡は、群馬県高崎市貝沢町字井ノ貝戸 2074 番１ほかに所在している。

３．本調査は、株式会社ティ―ティーエー・高崎市教育委員会・有限会社毛野考古学研究所による三者協定

　　を締結し、高崎市教育委員会の指導のもと、委託を受けた有限会社毛野考古学研究所が実施した。

４．発掘調査から整理作業を経て本書刊行に至る経費は、株式会社ティーティーエーに負担して頂いた。

５．発掘調査～整理作業は、戀河内昭彦・松本喜臣（有限会社毛野考古学研究所）が担当し、遺構測量は田

　　村貴広（有限会社毛野考古学研究所）、空撮は小出拓磨（有限会社毛野考古学研究所）が行った。

６．発掘調査は令和５年１月５日～１月 16 日、整理作業は令和５年１月 17 日～令和５年５月 31 日の期間

　　で実施した。

７．本遺跡は、高崎市教育委員会の遺跡番号で「859」である。

８．本書の執筆については、Ⅰを滝澤匡（高崎市教育委員会）、それ以外の執筆と編集を松本が行った。

９．本書に関わる資料は、一括して高崎市教育委員会が保管している。

10．発掘調査・整理作業に携わった方々は以下の通りである。（順不同・敬称略）

　　【発掘調査】

　　新井一史　新井友巳　丸山和幸　

　　【整理調査】

　　山口昌子

11．調査にあたっては、地元住民の皆様にご協力頂いた。記して感謝申し上げます。　

１．挿図中の北方位は座標北を、断面水準標高は海抜標高を示す。座標値は世界測地系に基づいている。

２．遺構図の縮尺は、平面図：１/60、断面図：１/40、遺物実測図の縮尺は 1/3 である。

３．遺構覆土および土器の色調観察は『新版　標準土色帖』（農林水産技術会議事務局　財団法人日本色彩

　　研究所監修 2006）に従っている。

４．本書掲載の第１図は高崎市発行１/2,500「高崎市都市計画基本図」、第２図は国土地理院発行『宇都宮』・

　　『長野』１/200,000 を 50％縮小にしたものを、第３図は国土地理院発行１/25,000『高崎』を、第８図は（財）

　　日本地図センター発行『明治前期測量　２万分の１フランス式彩色地図』群馬県高崎市・藤岡市北部・

　　多野郡吉井町北部地区 902 を編集して使用した。

５．挿表中の数値表記において、〈　〉は残存値を示す。

６．本書ではテフラ（火山噴出物）の呼称として次の略号を用いる。

　　Ａｓ－Ａ：浅間Ａ軽石（天明３年［1783 年降下 ]）

　　Ａｓ－Ｂ：浅間Ｂ軽石（嘉承３・天仁元年［1108 年降下 ]）　
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Ⅰ　調査に至る経緯

第１図　調査区域図

令和４年８月中旬、事業者から高崎市貝沢町において計画している宅地造成工事に先立ち、埋蔵文化財

の照会が市教育委員会文化財保護課（以下、「市教委」と略）にあった。当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地

に該当するため、工事に際し協議が必要の旨、回答した。令和４年９月１４日、市教委に試掘確認調査依頼

書が提出され、同年１０月１１日に試掘確認調査を実施した。その結果、古代の水田跡を確認した。この結

果を踏まえ、開発者と市教委とで遺跡の保存に係る協議を行ったが、現状保存は困難との結果となり、記録

保存を目的とした発掘調査を実施することで合意した。遺跡名は「貝沢井ノ貝戸遺跡第２次」とし、発掘調

査は、「群馬県内の記録保存を目的とする埋蔵文化財の発掘調査における民間調査組織導入事務取扱要綱」

に順じ、令和４年１２月１日、事業者・有限会社毛野考古学研究所との間で契約締結を行い、調査指導監督

は市教委が実施することとなった。

貝沢井ノ貝戸遺跡
（第２次調査）

1/2,500
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Ⅱ　地理的・歴史的環境
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平安時代

　本遺跡（１）周辺ではＡｓ－Ｂ層下の水田跡の調査が多く行われている。大八木換地分遺跡（12）、大八

木水田遺跡（16）、貝沢・島遺跡 (17)、貝沢・天神遺跡（18）、天田・川押遺跡（22）などの調査事例から井

野川右岸の広い範囲において水田開発が行われていたことが推測される。大八木水田遺跡では大畦畔や水路

が検出されており、条里制による地割りの一端を知ることができる。一方、井野川左岸でも日高遺跡（２）、

中尾村前遺跡（３）、小八木遺跡（７）、小八木韮貝戸遺跡（８）、矢ノ上遺跡（９）、井野屋敷前遺跡（13）、

井野・天水遺跡（14）、井野屋敷添遺跡（15）などでＡｓ－Ｂ層下の水田跡が確認されている。本遺跡の北

方約７km に位置する井野屋敷添遺跡では条里制に伴う大畦畔が確認されており注目される。

　集落跡は井野川低地帯の微高地上に位置する、井野高縄遺跡（４）、井野高縄遺跡２（５）、大八木寺東遺

跡（６）、新保遺跡 (10)、新保田中村前遺跡 (11)、貝沢柳町遺跡（19）、上大類薬師遺跡（20）、上大類薬師

遺跡２（21）、天田・川押遺跡、矢島町村西・増殿遺跡（23）で確認されている。特に新保遺跡では大規模

第２図　遺跡の位置

地理的環境　

　貝沢井ノ貝戸遺跡２は、群馬県高崎市

貝沢町字井ノ貝戸に所在する。高崎市域

の地形を概観すると、市北部には榛名山

の山体崩落に伴うと考えられている陣場

岩屑なだれ (15,000 ～ 16,000 年前 ) を

起源とする相馬ヶ原扇状地が形成されて

いる。その南方には浅間山の山体崩落に

伴う応桑岩屑なだれ（23,000 ～ 24,000

年前）を起源とした前橋泥流を基盤とす

る前橋台地が形成されている。同台地の

西側には箱型の谷地形を呈する井野川低

地帯が井野川沿いに広がる。井野川低地

帯は前橋泥流を基盤とし、井野川泥流

（10,000 ～ 11,000 年前）に伴う堆積物に

より形成された段丘および谷底平野から

なる地形面である。また井野川低地帯と

烏川に挟まれた地域は高崎台地と呼称さ

れている。　

　本遺跡は井野川低地帯を南東流する井野川の左岸に位置し、その標高は約 92 ｍを測る。明治前期の迅速

図を見ると本遺跡は小規模な微高地と低地の境界付近に位置しており、周囲の微高地上には集落が点在し、

低地には広く水田が広がっていることがわかる。ただし現在の遺跡地の周辺は市街地化しており、自然地形

の把握は困難な状況にある。



3

第３図　周辺の遺跡
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な集落跡が確認されており、生産域との関わりが想定される。

中世・近世

　本遺跡地周辺では中世～近世に帰属する水田跡が僅かながら確認されている。日高遺跡では中世の水田跡

や溜池跡のほか、近世に帰属すると考えられる水田に伴う畦畔や溝と伴に長軸方位がそれらに平行ないし直

行する土坑群が確認されている。なお同遺跡では平安時代に帰属する水田の畦畔が近世の溝および現況の水

田の畦畔とほぼ一致していることが判明している。平安時代の地割りが現代まで踏襲されていることが明ら

かになったことは特筆される。　

　『新編高崎市史資料編３』によれば、井野川両岸の自然堤防上や井野川低地帯の微高地には多数の中世屋

敷跡が確認されている。本遺跡の位置する井野川左岸では井野環濠遺構（Ｄ）、日高下環濠遺構群（Ｆ）、諏

訪環濠集落（Ｇ）、山王屋敷（Ｈ）、猿田屋敷（Ｉ）がある。また、井野川右岸では貝沢東新井屋敷（Ｍ）、

塚越屋敷（Ｎ）、貝沢八幡屋敷（Ｏ）などがある。

1:25,000

１. 貝沢井ノ貝戸遺跡２　２. 日高遺跡　３. 中尾村前遺跡　４. 井野高縄遺跡　５. 井野高縄遺跡２　６. 大八木寺東遺跡　７. 小八木遺跡　８. 小八木韮貝戸遺跡　

９. 矢ノ上遺跡　10. 新保遺跡　11. 新保田中村前遺跡　12. 大八木換地分遺跡　13. 井野屋敷前遺跡　14. 井野・天水遺跡　15. 井野屋敷添遺跡　16. 大八木水田遺跡　

17. 貝沢・島遺跡　18. 貝沢・天神遺跡　19. 貝沢柳町遺跡　20. 上大類薬師遺跡　21. 上大類薬師遺跡２　22. 天田・川押遺跡　23. 矢島町村西・増殿遺跡　

Ａ . 原環濠遺構　Ｂ . 小八木新井屋敷　Ｃ . 浜尻八幡屋敷　Ｄ．井野環濠遺構　Ｅ . 日高環濠遺構群　Ｆ．日高下環濠遺構群　Ｇ．諏訪環濠集落　Ｈ．山王屋敷　Ｉ．

猿田遺跡　Ｊ .下新保環濠遺構群　Ｋ .上大類新井屋敷　Ｌ．長井屋敷　Ｍ .貝沢東新井屋敷　Ｎ．塚越屋敷　Ｏ .貝沢八幡屋敷
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Ⅳ　基本層序

　基本層序は４地点で観察した（第４・６図）。Ⅰ層は表土で現代遺物を含む。Ⅱ層はＡｓ－Ａ混土層である。

Ａｓ－Ａの含有量や他の含有物の有無によってⅡａ～Ⅱｃの３層に細分される。Ⅲ層はＡｓ－Ｂ混土層であ

る。Ⅱ層と同様にⅢａ～Ⅲｄの４層に細分される。このうちⅢｄ層はＡｓ－Ｂの含有量が特に多くほぼ軽石

のみで構成されている。Ⅱ・Ⅲ層ともに一次堆積を確認することができなかったことから水田耕作や畑作な

どの理由により撹拌されたものと考えられる。Ⅳ層は黒褐色粘質土で本層位が遺構確認面となる。調査で検

出された畦畔は本層位をもって構築されていた。Ⅴ層は白色粒子と斑鉄の付着が多量に認められる黒褐色粘

質土である。Ⅵ層は灰白色を基調としたシルト層で井野川泥流堆積物に比定される。本層位も含有物の相違

からⅥａ～Ⅵｅの５層に細分される。最下層のⅥｅ層ではⅥａ～Ⅵｄ層には認められなかった白色粒の含有

が認められた。

　なお、今回の調査ではプラント・オパール分析は実施できなかったが、基本層序Ｄにおいて土壌のサンプ

リングを行っているため第４図に位置を示す。

　整理調査は、第１次原図を作成した後、修正を行い第２次原図を作成した。出土遺物は洗浄・注記を行っ

た。遺物写真はデジタル一眼レフカメラ（Nikon D850）で撮影した。遺構図・遺物実測図のトレース・編集

は Adobe Illustrator CS2、写真加工は Adobe Photoshop CS6 を使用した。

調査の経過　

　現地での発掘調査は令和５年１月５日～１月 16 日、整理調査は令和５年１月 17 日～５月 31 日の期間で

実施した。

【発掘調査】　１月５日：重機の搬入。仮設トイレの設置。安全対策を講じる。１月６日：重機による表土掘

削を開始し、同日中に終了。１月７日：重機の搬出。１月 10 日：基準点の設置。人力による遺構検出作業

を開始する。１月 12 日：高崎市教育委員会による現地調査終了確認が実施される。１月 13 日：ドローンに

よる空撮を実施する。仮設トイレの汲み取りを行う。１月 16 日：仮設トイレおよび安全柵・看板等の撤去

を行う。現地での作業を全て終了する。

【整理調査】　１月期：遺物の洗浄・注記、第１次原図作成を実施する。２月期：遺構図面の修正および第２

次原図を作成する。３月期：遺物写真撮影および実測、遺構原稿の執筆を行う。４月期：報告書編集作業を

行う。５月期：報告書原稿の入稿・校正を行う。報告書の印刷・製本を行い刊行する。

Ⅲ　調査の方法と経過

調査の方法　

　現地調査では、表土掘削を 0.25 ㎥バックホーを用いて行った。その後人力による遺構検出および遺構掘削

を行った。 確認された遺構は全て調査区外に範囲がおよぶため、 埋没状態の観察を調査区壁面で行った。 図面 ・

写真による記録は各調査段階で適宜行った。 遺構断面図は縮尺１/20 を基本として基準点からの測り込みお

よび写真測量で行った。平面図についてはトータルステーションを用いた。写真撮影には 35 ㎜白黒ネガ・

35 ㎜カラーリバーサルフィルム、デジタルカメラ（1,200 万画素）を用いた。空撮はドローン（DJI Mavic2 

Pro）を用いて撮影した。
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第４図　基本層序
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Ⅲａ

Ⅲａ

Ⅲａ
Ⅲａ Ⅲｂ

Ⅴa

Ⅴb

Ⅵa

Ⅵb

Ⅵc Ⅵd

Ⅵe

１

２

３

４

Ⅰ

Ⅱａ

ⅢｃⅢｃ

ⅣⅢｄ
Ⅲｄ

Ⅲｄ
ⅤaⅤa

Ⅰ

Ⅱａ

Ⅱｂ
Ⅱｂ

Ⅱｂ

Ⅲｂ

Ⅴa

：土壌サンプリング箇所

基本層序Ａ 基本層序Ｃ基本層序Ｂ 基本層序Ｄ　

91.000ｍ

90.500ｍ

90.000ｍ

91.500ｍ

Ⅴ　検出された遺構と遺物

Ⅰ層

Ⅱａ層

Ⅱｂ層

Ⅱｃ層

Ⅲａ層

Ⅲｂ層

Ⅲｃ層

Ⅲｄ層

Ⅳ層

Ⅴ a層

Ⅴｂ層

Ⅵａ層

Ⅵｂ層

Ⅵｃ層

Ⅵｄ層

Ⅵｅ層

暗褐色土 (10YR3/3)

暗褐色土 (10YR3/3)

暗褐色土 (10YR3/3)

黒褐色土 (10YR3/2)

暗褐色土 (10YR3/3)

暗褐色土 (10YR3/3)

暗褐色土 (10YR3/3)

灰黄褐色土 (10YR6/2)

黒褐色土 (10YR3/1)

黒褐色土 (10YR3/2)

黒褐色土 (10YR3/2)

灰白色土 (10YR7/1)

灰白色土 (10YR7/1)

褐灰色土 (10YR5/1)

灰白色土 (2.5Y7/1)

灰白色土 (2.5Y7/1)

：表土。しまりあり粘性ない。河原石や現代遺物が混入。

：Ａｓ-Ａ混入土。しまりあり粘性ない。Ａｓ－Ａ多量。

：Ａｓ-Ａ混入土。しまりあり粘性ややある。Ａｓ－Ａ中量。

：Ａｓ-Ａ混入土。しまりややあり粘性ない。炭化物微量、Ａｓ－Ａ中量。

：Ａｓ-Ｂ混入土。しまりあり粘性ややある。Ａｓ－Ｂ多量。

：Ａｓ-Ｂ混入土。しまりややあり粘性ややある。黒褐色粘質土ブロック微量、Ａｓ－Ｂ多量。

：Ａｓ-Ｂ混入土。しまりややあり粘性ない。Ａｓ－Ｂ多量。

：Ａｓ-Ｂ混入土。しまりなく粘性ない。Ａｓ－Ｂ大量。

:粘質土。しまりあり粘性強い。遺構確認面。

：粘質土。しまりあり粘性ある。白色粒微量、斑鉄少量。

：粘質土。しまりあり粘性ある。白色粒・斑鉄多量。

:粘質土。しまりあり粘性ある。黒褐色土ブロック多量。鉄分沈着。

:シルト質。しまりあり粘性ややある。黒褐色土ブロック中量。鉄分沈着。

:細砂。しまりややあり粘性ややある。黒褐色土ブロック中量。鉄分沈着。

:シルト質。しまりややあり粘性ややある。黒褐色土ブロック少量。鉄分沈着。

:シルト質。しまりややあり粘性ややある。黒褐色土ブロック少量、白色粒多量。鉄分沈着。

１．水田跡

Ａｓ－Ｂ混土層下の水田跡（第５・６図／ＰＬ．２）

地形：標高は北東から南西に向かって僅かに減じ、比高差は 0.09 ｍを測る。重複：１号井戸および１・２

号溝と重複し、切り合い関係から本遺構が古い。畦畔の走行方向と区画：南北方向に走行する畦畔（１号畦畔）

が１条検出された。走行方向はＮ－９°－Ｅである。幅は下端部で 0.35 ～ 0.48 ｍ、高さは基底部より 0.01

～ 0.03 ｍを測る。畦畔基部のみの検出であり遺存状態は不良であった。この１号畦畔により東西２区画に

区切られることが想定されるものの、調査区が狭小であったことから全容は不明である。水口：検出されな

かった。検出面の状態：検出された黒褐色粘質土上面（基本層序Ⅳ層）では多数の凹凸が認められた。これ

らの凹凸に規則性は認められず、工具による掘削痕や足跡などの検出には至っていない。遺物：出土しなかっ

た。時期：遺物の出土が認められなかったことから詳細な帰属時期については不明である。ただし、畦畔の

基部が検出されたⅣ層直上の層（Ⅲｃ層）ではＡｓ－Ｂを大量に含み、Ａｓ－Ａは含まれないことからＡｓ

－Ｂ降下以降～Ａｓ－Ａ降下以前の期間に帰属するものと考えられる。

２．溝

１号溝（第５・６図／ＰＬ．２）

位置：調査区中央に位置する。検出状態：北西－南東方向に走行する。やや不整形な平面形状を呈し、底面

には凹凸が認められた。Ⅳ層を削平している状況が認められることから水田跡より新しい。断面形状：レン
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ズ状を呈する。規模：上端幅 0.79 ～ 1.76 ｍ、下端幅 0.63 ～ 1.59 ｍ、深度 0.04 ～ 0.10 ｍを測る。走行方向：

Ｎ－ 27°－Ｗ。遺構埋没状態：人為埋没の可能性が考慮される。Ａｓ－Ｂと黒褐色粘質土ブロックを多量

に含む。遺物：出土しなかった。時期：埋没土の状況からＡｓ－Ｂ降下以降～Ａｓ－Ａ降下以前に帰属する

ものと考えられる。備考：遺構の検出状態から区画を目的とした溝の可能性が考えられる。

２号溝（第４・５図／ＰＬ．２）

位置：調査区南西端に位置する。検出状態：大半が調査区外に範囲がおよぶ。検出された範囲のみで考慮す

ると北東－南西方向に走行しているものと想定される。調査範囲が僅かであるため言及できないが調査区西

側に位置する井野川に向かう地形の変化点により生じた落ち込みの可能性も想定される（第４図基本層序Ｃ

におけるⅤａ層に認められる落ち込み）。断面形状：不明。規模：上端幅・下端幅については不明、深度は

検出された範囲においては 0.02 ～ 0.14 ｍを測る。走行方向：Ｎ－ 32°－Ｗ。遺構埋没状態：自然埋没か。

Ⅲｂ層が堆積する。遺物：出土しなかった。時期：埋没土の状況からＡｓ－Ｂ降下以降～Ａｓ－Ａ降下以前

に帰属するものと考えられる。備考：本痕跡の性格は不明であるが、便宜上２号溝として扱った。

３．井戸

１号井戸（第５～７図／第１表／ＰＬ．２）

位置：調査区東端部中央に位置する。検出状態：1/2 ほどが調査区外に範囲がおよぶ。重複：Ⅳ層を掘り込

んでいることから水田跡より新しい。平面形態：円形と想定される。断面形状：漏斗状を呈する。規模：検

出された範囲から想定すると上端規模は 0.98 ｍと想定される。なお、安全面を考慮し確認面から 0.98 ｍの

深度まで掘削した時点で調査を中止した。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。調査範囲における下層で

はＡｓ－Ｂを含んだ褐灰色土が、上層ではＡｓ－Ａを含んだ褐灰色土が堆積していた。遺物：埋没土中より

内耳鍋口縁部片と拳大の円礫（安山岩）が出土した。時期：底面まで掘削していないため詳細は不明であるが、

Ａｓ－Ｂ混入土で構成されるⅢ層を掘り込んでいることから、Ⅲ層堆積後に開削されたものと考えられる。

Ａ Ａ′
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第６図　１号畦畔・１号溝・１号井戸土層断面
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Ⅵ　まとめ

１

第７図　１号井戸出土遺物

第１表　１号井戸出土遺物観察表

番号 器  種 法量 (㎝ ) ①焼成 ②色調（内 /外 ) ③胎土 ④残存 成・整形技法の特徴 備  考

１
軟質陶器
内耳鍋

口径  　－
底径　  －
器高　 <3.9>

①普通　②灰色　③白色粒、黒色粒　
④口縁部破片

ロクロ整形。
外面：回転ナデ。
内面：回転ナデ。

外面に煤付着。

土層断面Ｂ（１号畦畔・１号溝）・土層断面Ｃ（１号溝）

１ 黒褐色土（10YR3/2）：しまりあり粘性ややある。黒褐色粘質土ブロック少量、  

   Ａｓ-Ｂ多量。１号溝覆土。

土層断面Ｄ（１号井戸）

１ にぶい黄褐色土（10YR4/3）：しまりあり粘性ある。赤色粒微量、Ａｓ－Ａ中量。

２ 褐灰色土（10YR4/1）：しまりややあり粘性ややある。Ａｓ－Ａ中量。

３ 灰黄褐灰色土（10YR4/2）：しまりややあり粘性ややある。Ａｓ－Ａ微量。

４ 褐灰色土（10YR5/1）：しまりややあり粘性ややある。黒褐色粘質土ブロック多量、 

　　Ａｓ－Ａ微量。

５ 褐灰色土（10YR5/1）：しまりあり粘性ややある。黒褐色粘質土ブロック・Ａｓ

　　－Ａ微量。　

６ 褐灰色土（10YR5/1）：しまりややあり粘性ややある。Ａｓ－Ａ微量。

７ 褐灰色土（10YR5/1）：しまりなく粘性ある。Ａｓ－Ａ微量。

８ 褐灰色土（10YR5/1）：しまりややあり粘性ややある。黄褐色粒・Ａｓ－Ａ微量。

９ にぶい黄橙色土（10YR7/3）：しまりあり粘性なし。Ａｓ－Ｂ少量。

10 褐灰色土（10YR5/1）：しまりあり粘性ある。白色土ブロック・鉄分微量、Ａｓ

　　－Ｂ少量。

11 褐灰色土（10YR4/1）：しまりあり粘性ある。鉄分微量、Ａｓ－Ｂ少量。

12 褐灰色土（10YR3/1）：しまりあり粘性ある。Ａｓ－Ｂ少量。

１１

２２

３３

１．貝沢井ノ貝戸遺跡　2．貝沢東新井屋敷　３．日高下環濠

遺跡群

第８図　迅速図における遺跡の位置

　　　　（20,000 分の１）

　今回の調査ではＡｓ－Ｂ混入土層（Ⅲ層）下における水田の痕跡、区画を目的としたと考えられる溝（１

号溝）、Ⅲ層を掘り込んだ井戸（１号井戸）が確認された。これらの遺構は切り合い関係および層位的な検

討を踏まえるとＡｓ－Ｂ混入土層下の水田→１号溝→１号井戸の順に新しく推移するといった変遷が考えら

れる。ここでは周辺遺跡の調査事例を概観し、本遺跡地における土地利用の変遷について検討したい。

　本遺跡周辺ではＡｓ－Ｂ一次堆積層に被覆された水田跡の調査事例が多く認められる。今回の調査では確

認することができなかったが当地においてもＡｓ－Ｂ降下以前から水田耕作が行われていたことは想像に難

くない。後出する１号溝は調査区外に範囲がおよぶため言及はできないが、その走行方向を勘案すると前述

の水田跡で検出された１号畦畔を削平することが想定される。このことは前代の土地区画を改変して土地利

用を行った可能性を示すものと考えられる。１号井戸は今回の調

査では最も新しい時期に帰属する遺構である。明治前期の迅速図

に本遺跡および周辺に所在する屋敷跡の位置を重ねると集落域に

立地することがわかる（第８図）。貝沢東荒井屋敷（２）、日高下

環濠遺跡群（３）はともに戦国期の屋敷跡とされている（高崎市

市史編纂委員会 1996『新編高崎市史』資料編３ 中世Ⅰ）。この

ことは、明治前期に集落域であった箇所は戦国期にはすでに集落

域として機能していたことを示唆している。本遺跡近在ではこれ

までの所、屋敷跡は確認されていないが１号井戸より出土した内

耳鍋片など生活用具に関わる遺物の出土を鑑みると集落域に伴う

井戸であった可能性が考慮される。今回の調査結果は、古代にお

いて生産域であった箇所が開発や土地の改変とともに一部は集落

域へと変遷したことを示すものといえる。
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１号畦畔土層断面（南から） １号溝全景（南東から）

２号溝全景（東から） １号井戸全景（西から）

１号井戸出土遺物基本層序Ｄ（東から）
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